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Innovation for the Rotary club ロータリーに新風を 2014 年 1 月のロータリーレートは１ドル＝ 102 円

金沢百万石

パストガバナーからの手紙 161 回

宗教論その５「ユダヤ人はなぜ優秀か」 炭谷 亮一
格言がある「ユダヤ人は神に選ばれし民なり、由に優秀なり」これを検証してみた。

ユダヤ人の優秀さを具体的な数字で示しているのが、ノーベル賞である。ユダヤ人の人口は世界人口比の 0.38 ％

にすぎない。ところが 1901 年以来医学、物理学部門の 20 ％以上、化学部門の 10 ％以上、文学賞部門の 10 ％近く、

新設の経済部門に到っては 60 ％以上の受賞者がユダヤ人である。確かにユダヤ人のノーベル賞受賞率は群を抜いて

いる。それでは彼達の優秀さは、どの様に説明されるのだろうか。

「ユダヤ人は遺伝的に優秀である」と言う説がある。私は概ねこの説には賛成である。実は遺伝学上いやでも優

秀にならざるを得ない出来事、すなわち古代からの歴史的事実があった。キリスト教やイスラム教が神と向き合い、

ひたすら祈る「祈りの宗教」だったのに対し、ユダヤ教は幼い頃から生涯を通じて教典を研究し続ける「学びの宗

教」であり、そこでは思考のプロセスが重視され、弁証法的解釈で論理的な思考力を身につけることが求められる。

こうした教育システムで育てられることにより、「知力の底上げ」「知力の向上」がもたらされた。

キリストが誕生した頃はユダヤ人の「知力」は他の民族とほとんど変わらなかった。全ユダヤ人の 8 ～ 9 割が農民

だった西暦 1 世紀。ユダヤ教は今日と異なり、神殿における祭儀中心の宗教であった。ところが西暦 70 年、ローマ

軍によるエルサレム神殿の破壊はユダヤ教の在り方を大きく変える契機となった。神殿での祭儀が不可能となった

ことで、離散先の各地にシナゴークを建て、「学びの家」すなわちシナゴークでの教典学習中心主義が、その後のユ

ダヤ教の主流となった。教典学習も初級のトラー（律法）から中・上級のタルムード（伝承法律全集）へ進むと、

かなり知力が要求される。その為、ユダヤ人の中でも知力の乏しい者ややる気のない者にとって、学習が苦痛とな

り、次々と脱落し、ユダヤ教徒であることをやめてしまって、キリスト教に改宗した。

こうしてローマ帝国初期に帝国の総人口の約 7 ％（約 500 万人）もいた莫大なユダヤ人口は、西暦 1 世紀から 6 世

紀（約 500 年間）の間に激減した（50 万～ 100 万人に）。これによってユダヤ人は「学習不適格者」つまり「頭の

悪い人々」を抱え込まなくなり、すでに古代末期には「知力の優れた人々の集合社会」を完了し、前述の「遺伝的

優秀さ」のベースを早くも獲得していたことになる。以降、今日に到るまでユダヤ人は子弟の教育に力を注いで来

た。
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起源 1 世紀以来、ユダヤ人は常に迫害や追放、更には殺戮の恐怖と隣り合わせの生活を強いられてきた。そうした

日常において、彼等は「ユダヤ人は必要である。役に立つ」と思われることを生命を護る盾にしようと考えた。つ

まりユダヤ人と言う存在の必要性をキリスト教社会、あるいはイスラム教社会に認識させる必要性があった。その

為にとった方策の一つが社会的に望まれない職業、賤業に就くことである。現在でこそ金融業は必要で名誉ある地

位を獲得しているが、歴史的に見れば洋の東西を問わず「金貸し」と蔑まれて来た職業だった。ユダヤ人はそうし

た言わば祝福されない職業である、商業や金融業に就くことで、自分達の必要性をアピールしたのである。

ユダヤ人の必要性を社会に認識させるもう一つの方策は、特殊な技能の習得（もちろん学術面も含む）に力を注ぐ

ことだった。社会的に有用な専門職（出来れば他を寄せつけない圧

倒的な能力を持つ医師、弁護士等）に就けば、個々のユダヤ人自ら

の身の安全を確保出来るし、ユダヤ人全体の存在の防衛にもなる。

「ユダヤ人は優秀である。だから彼等を尊重すべきであり、迫害す

べきではない」と言うメッセージを暗に社会に送ることになるから

である。

以上の様にユダヤ人にとって「優秀である」と言うことは「社会が

ユダヤ人を必要としている」につながり、彼等自身の存亡がかかっ

ていた、いやいると考えるべきであろう。必死で努力、学習するの

は自明の理である。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

加賀鳶木遣り、纏

金沢市第二消防団瓢箪町分

団、松ヶ枝分団

点 鐘
金沢ＲＣ会長 池田典明

国歌斉唱 「君が代」

ロータリーソング 「奉仕の理想」

ホストクラブ会長挨拶 池田典明金沢ＲＣ会長 ：2016 年には日台ロー

タリー会議があります。仲の良い金沢８ RC は力をあわせて成功させま

しょう。－－－－

乾 杯 ＲＩ 2610 地区石川第一分区Ａ ガバナー補佐 中川哲次

《 懇 親 》 ご祝儀 踊り 三茶屋芸妓連

閉宴 挨拶 次期新年合同例会担当クラブ 金沢東ＲＣ 半田隆彦会長

ロータリーソング 「手に手つないで」 全 員

点 鐘 金沢ＲＣ 池田典明会長

4F 鶴の間は満席の盛会であった。

第 726 回 金沢 8RC 新年例会

ホテル日航４階「鶴の間」

1/9(木) 18:00
例会出席率 25/36 69.44 ％

12 月修正出席率 75.99%

クラブ例会予定 2013-2014 年度

1/9 金沢 8RC 新年合同例会

18:00 ～ホテル日航金沢 4F
1/16 中村陽子様（作曲家）

1/23 前田直大様（前田土佐守記念館館長）

1/30 木下孝治様（ｴﾑｱﾝﾄﾞｹｲ代表取締役）

2/6 平尾祐紀子様（ハープ奏者）ｺﾝｻｰﾄ
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社会奉仕委員会から 金沢百万石ロータリークラブ社会奉仕委員長 谷 伊津子

日本国旗購入について：日頃はクラブ運営にご協力いただき、ありがとうございます。さて、昨年 12/12 の例会時

にご案内いたしましたが、国際ロータリー第 2610 地区クラブ社会奉仕委員長会議にて当委員会では皆様のパワーを

活かすための活動・心掛ける活動を、湯浅ガバナー、近藤カウンセラーのご了承を得て下記の通り提案させて頂き

ました。

① 2014 年の新年を機に祝祭日の国旗掲揚を心掛ける。湯浅ガバナーの掲げる「温故知新」に沿い、またオリンピ

ック開催地となり、表彰台に日本人選手が立ち国歌と共に国旗掲揚を見上げる感動を思うと、国旗に対する思いを

ロータリアンの私たちから率先して示す事を目的とする。

② 5 月 30 日は「ごみゼロの日」を実施 0 ご家族の皆様を中心に、ご近所、町内、学校、職場、公園等にお願いす

ると共に、皆様 1 人 1 人が行動、心掛けを行う事を目的とする。

<その他>①②を既に実施されている皆様には、お声掛け等をお願い申し上げます。

上記①につきまして、日本国旗をお持ちでない会員の方もいらっしゃいましたのでこの機会に購入を検討いただき、

上記提案にご協力いただければと思います。価格 1, 900 円 国旗 0 金球・ポール。金具(木ねじ)の 4 ′点セット※

金具は木ねじですのでご注意下さい。以 上 日本国旗購入申込書 返信先 FAX 076-262-2241
会員名 E ― mail khrcOquartz.ocn.ne.jp 希望セット数

次年度理事役員：

理事役員 会長 宮永満祐美 会長エレクト 魏 賢任 副会長 若狭 豊

幹事 井口 千夏 副幹事 大路 孝之 会計 上杉 輝子 SAA（会場監督） 宍戸 紀文 直前会長 野城 勲

クラブ管理運営委員会委員長 二木 秀樹 奉仕プロジェクト委員会委員長 北山 吉明

会員組織委員会委員長 金 沂秀 広報委員会委員長 藤間 勘菊 親睦委員長 武藤 清秀

国際奉仕委員長 西村 邦雄

常任理事 石丸 幹夫 吉田 昭生 木場 紀子

次年度委員会活動予定：

＊クラブ管理運営 二木 秀樹 副 東海林也令子

親睦 （武藤清秀 稲山訓央 辰己クミ 水野陽子 金沂秀 川きみよ 上杉輝子 吉田昭生 杵屋喜三以満 魏賢任 大路孝之）

会員親睦旅行 年忘れ例会 12/19 新入会員歓迎会都度 お月見例会 10 月以降 会長幹事慰労会 6 月

例会（プログラム・出席）（プログラム 東海林也令子 宍戸紀文 川きみよ 吉田昭生 出席 野城勲 藤間勘菊）

卓話（会員）年 6 回 卓話（外部講師） 年 30 回ガバナー・ガバナー補佐 年 2 回（

ニコニコ BOX（稲山訓央 若狭豊）

友好クラブ細則・ＣＬＰの検討 10 月以降細則（江守巧） 富山西クラブとの交流（木場紀子 岩倉舟伊智）

北クラブとの合同例会（二木秀樹 杵屋喜三以満） 高崎 RC との交流（村田祐一 藤間勘菊）

＊奉仕プロジェクト 北山吉明 副 水野陽子

職業奉仕 （永原源八郎 水野陽子 二木秀樹 大路孝之 稲山訓央 村田祐一 谷伊津子）会員の職業の理解（職場見学等）会

員の職場見学 金沢美大 or 北陸大学 1 ～ 2 回

社会奉仕（新世代・青少年を含む）（村田祐一 谷伊津子 土田初子 北山吉明） 子ども夢フォーラム支援 例会卓話（メ

イクアウィッシュ） パイロットクラブ支援 金沢市善行児童表彰 ピティナ・ピアノコンペティションいしか国

際音楽コンクール 新世代・青少年 （北山吉明）

国際奉仕 （西村邦雄） 世界社会奉仕（R 財団）（西村邦雄） ・ラオス支援（魏賢任 藤間勘菊） 書き損じはが

きキャンペーン 2 月（江守道子）

米山奨学会（木場紀子） 米山奨学生のお世話全般 カウンセラー（大路孝之）（野城 勲）

青少年交換交換留学生受入（川きみよ 東海林也令子） 8 ～ 7 月日韓青少年交換留学 8 月（上杉輝子 吉田昭生

金沂秀）

＊会員組織 （金沂秀 副 江守巧）新会員候補 招待毎月 1 週目 新入会員への修練（オリエンテーション増強）

会員増強（金沂秀 岩倉舟伊智 武藤清秀 宍戸紀文 川きみよ 稲山訓央 大路孝之） 修練オリエンテーション（前

期 石丸幹夫 藤間勘菊 '後期 木場紀子 江守巧）

＊広報 （藤間勘菊 副 石丸幹夫）マスコミに情報提供随時 広報（藤間勘菊 吉田昭生）ロータリー情報 （炭

谷亮一 石丸幹夫）「ロータリーの友」活用・紹介ロータリーの友 年 2 回の記事を紹介

会報 （石丸幹夫 宍戸紀文）クラブ内外への広報（会報・ホームページ クラブ要覧作成 要覧の全体把握 ）

会員消息
東海林也令子会員から 上杉輝代さんのお孫さん、上杉 廉君のコンクール結果をご報告いたします。

１月３日～１３日に開催された「第 15 回ショパン国際ピアノコンクール in
ASIA 」 コンチェルト AA 部門に出場した上杉 廉 君は、全国大会で ‘銅賞’ を受賞しアジア大会に進みました。

アジア大会では、ポーランドのプリマ・ヴィスタ 弦楽四重奏団との共演で「こどものためのピアノコンチェルト

かっこうの鳴き声」を、堂々と楽しそうに演奏し、見事 ‘銅賞’ に輝きました。東海林 也令子
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谷伊津子会員から 100 年を迎えて、金澤福井県人会長とし北国新聞社を訪問し

ました。会長を引き受けてから二年半で三倍以上の会員増強をしました。

013-14 年度 理事役員会について
1 月 16 日(木)例会後 ホテル日航金沢 5F 「梅・橘」 出席お願いします。

1.ロータリアン配偶者のパートナー奉仕功労賞候補者推薦について

2.その他

公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース
………………………………………………………………………
★ ハ イ ラ イ ト よ ね や ま １６６号 ★ 2014 年 1 月 14 日発行
………………………………………………………………………
<お知らせ>
・確定申告用領収証 ～ 1 月末日までにクラブへお届けします～
・モンゴル米山学友会創立記念祝賀会のご案内

《今月のピックアップ記事》
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
２．恩恵の倍返しだ！ ― 台湾米山学友会総会開催 ―
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
台湾米山学友会（正式名称：社団法人中華民国扶輪米山会）の年次
総会が 12 月 14 日、台北市内で開催され、米山学友 67 人と、来賓や
日本からの参加者を合わせて 120 人以上が出席しました。

今回の総会のテーマは、日本で流行したドラマの決め台詞をもじ
った「恩恵の倍返し」。このドラマは台湾でも大ヒットし、昨年、第 6
代理事長に就任した林維宏さんも、久しぶりに夢中になって見たそうです。

総会の挨拶に立った林理事長は、同学友会が日本への恩返しとして、台湾に留学する日本人支援
の奨学金を 2009 年から継続していることに触れ、これまでに支援を寄せたすべての関係者にあらた
めて感謝を表わすとともに、「“恩恵の倍返し”をモットーに、これからも事業のさらなる発展に努
力していきたい」と、決意を述べました。
日本人奨学生 2 人は登壇して林理事長から奨学金を受け取り、前年度奨学生とともに、台湾学友会
への厚い感謝を述べました。

当日は、新たに入会した 6 人の学友も紹介され、来賓として出席した。当会の板橋敏雄理事長と、
第 2660 地区米山学友会の何玉翠会長から、学友会の会員バッジが授けられました。
台湾では 2015-16 年度、2 人目の米山学友出身のガバナーが誕生します。第 3520 地区のガバナー

ノミニーに選出された学友の林華明さん（1984-86 ／東京世田谷ＲＣ）も今回の総会に出席し、台
湾学友や日本の来賓たちとの親交を深めました。

その他の記事は、ぜひ PDF 版をご覧ください。
→ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight166_pdf.pdf

：：：★ お知らせ ★：：：
・確定申告用領収証 ～ 1 月末日までにクラブへお届けします～昨年 1 年間（1 ～ 12 月）に特別寄
付をしたすべての方、もしくは普通寄付金の領収証を申請したクラブには、１月末日までに（確定
申告に間に合うように）、認定証の写しが付いた申告用領収証をロータリークラブ宛に送付します。

・モンゴル米山学友会創立記念祝賀会のご案内
海外 6 番目となる米山学友会が、モンゴルに誕生します！ 2014 年 3 月 1 日（土）15 時、ウラン

バートルで開催されます。参加希望の方は 2 月 10 日までにジャンチブ・ガルバドラッハさんまで
（email：mongakuyu@gmail.com、FAX：+976-11-461122）。航空券手配、ホテル予約、滞在スケジュ
ールなども相談できます。また当会 HP にも詳細情報を掲載します。以上

※メールアドレスの変更、配信解除などのご希望がございましたら、お手数ですが、
highlight@rotary-yoneyama.or.jp 宛にお知らせください。よろしくお願い申し上げます。
…………………………………………………………………………
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 事務局長 岩邉俊久 編集担当 野津・峯
Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 問い合わせメール： highlight@rotary-yoneyama.or.jp
米山記念奨学会ホームページ： http://www.rotary-yoneyama.or.jp/
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